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赤十字の
活動資金にご協力を

公民館講座受講生の募集
水口中央公民館 甲南公民館 かふか生涯学習館
◎一般教養講座
◎子ども公民館講座
◎親子ふれあい講座
問・申　☎ 62-0488 ／ 62-3338

◎くらしとまちづくり講座
◎こども体験講座（夏・秋・冬）
◎親子・家族のわくわく講座
問・申　☎ 86-3036 ／ 86-8119

◎シルバー大学　　◎実用講座
◎ＫＯＫＡ楽こども公民館（４クラブ）
◎天体観望会　
問・申　☎ 88-4100 ／ 88-5055

土山中央公民館 信楽中央公民館 甲賀市公民館講座 （社会教育課）
◎一般教養講座　　◎各種教室
◎親子でチャレンジ
◎夢中になる子ども講座
問・申　☎・ 66-0158

◎一般教養講座
◎信楽いいとこ発見講座
◎子ども講座
問・申　☎ 82-8075 ／ 82-2463

◎スマートフォン講座
◎夏休み工場見学 ◎秋の信楽散策
◎クリスマス　青少年音楽祭（仮）
問・申　☎ 86-8021 ／ 86-8380
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　日本赤十字社では、災害救護をはじめ救急法等
講習普及、赤十字奉仕団活動などを幅広く行って
います。
　国内では、東日本大震災や近畿地方で甚大な被
害をもたらした風水害などにいち早く対応し、医
療救護班の派遣や災害救援物資の配付を行うなど
の活動を行っています。
　これらの活動を推進する財源は、赤十字の趣旨
に賛同くださる方々により賄われています。
　区・自治会役員の皆さんや奉仕団員の皆さんを
通じまして、赤十字活動資金の
募集をしますので、活動資金の
ご協力をお願いします。

　
日
本
武
道
館
（
東
京
都
）
で
開
催
予
定
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式

に
参
列
さ
れ
る
ご
遺
族
を
募
集
し
ま
す
。（
８
月
14
日
～
15
日
、
１

泊
２
日
の
団
体
行
動
が
で
き
る
方
）

●
募
集
対
象
者

　
戦
没
者（
原
爆
、一
般
戦
災
死
没
者
を
含
む
）の
原
則
と
し
て
配
偶
者
、

子
、
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
で
県
内
在
住
の
方
。（
介
助
者
の
同
行
可
）

　
原
則
１
柱
１
回
で
す
が
、
２
回
目
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
下

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
２
回
目
の
方
は
、
交
通
費
、
宿
泊

費
な
ど
の
参
加
費
用
を
ご
負
担
願
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

●
募
集
人
数

　
50
名
程
度　
※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。
ま
た
、
選
考

結
果
は
６
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

●
参
加
費

　
５
０
０
０
円
程
度　
※
介
助
者
の
参
加
費
用（
交
通
費
、宿
泊
費
な
ど
）

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
募
集
期
間

　
５
月
１
日
～
５
月
31
日　
当
日
消
印
有
効

●
応
募
方
法

　
は
が
き
に
①
参
加
希
望
者
の
住
所
、
郵
便
番
号
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

生
年
月
日
、
性
別
、
戦
没
者
と
の
続
柄
、
電
話
番
号
、
介
助
者
の
要
・

不
要
②
戦
没
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
戦
没
時
の
本
籍
都
道
府
県
名
、

陸
軍
・
海
軍
の
別
を
記
入
し
て
左
記
ま
で
郵
送
く
だ
さ
い
。

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の

�

参
列
者
募
集

　
市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家
族
か
ら
の
相
談
を
受
け
た
り
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
自
立
や
社
会
参
加
に
つ
い
て

地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
促
進
す
る
た
め
に
身
体
障
害
者
相
談
員
と
知
的
障
害
者
相
談
員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

問い合わせ

社会福祉課　福祉総務係
☎６５‐０７００／ ６３‐４０８５

公民館は「まなび　つなげ　いかし　ささえる」をテーマに、学びを地域でいかせる講座を企画しています。

　「生命の駅伝」は、早期発見しにくいがんの診断
方法の開発、従来の方法では治すことが困難なが
んの治療法の開発など、がん研究を支援するため、
広く研究費を募り、がん研究を支援し啓発活動を
行うもので、21年目を迎えます。
　今年は、ハイトピア伊賀多目的広場を出発し、
伊賀地域の病院など９カ所に設置した募金箱を回
収しながら、ゴールとなる名張市立病院までの約
46Kmのコースで広報活動を行いながら走り抜け
ます。当日は、伊賀市の観光大使でもある伊賀フッ
トボールクラブくの一の選手も一緒に走ります。
皆さんのご参加をお待ちしています。
�
と 　 き　�５月15日（金）午前８時45分開会式�

午前９時スタート
集合場所　多目的広場（ハイトピア伊賀）
申込先・問合先　健康推進課
　☎0595-22-9653　 0595-22-9666

東海道関宿 東追分一の鳥居 生命の駅伝
～お木曳

ひ
き～ ～つなごう命のタスキ～

　国の重要伝統的建造物群保存地区に選定されてい
る関宿の東端の東追分は、東海道と伊勢別街道の分
岐点です。大きな鳥居や常夜灯などが建っており、
かつては東海道を行き交う旅人が、ここから伊勢神
宮を遙

ようはい

拝したといわれています。
　この鳥居は、20年に一度の伊勢神宮の式年遷宮
の度に内宮宇治橋東詰の鳥居の旧材を用いて建て
替えられています。
　５月30日（土）には、関宿の西追分から東追分ま
での約1.8kmにかけて、新しい鳥居の用材を曳く
伝統行事「お木曳き」が盛大に行われます。

と    き　�５月30日（土）午前９時30分～正午（予定）
予備日31日（日）

と こ ろ　関宿一円
アクセス　JR関駅下車徒歩10分
問 合 先　�東海道関宿東追分鳥居お木曳き実行委員

会事務局（亀山市市民文化部関支所観光
振興室）　☎0595-96-1215

亀山市 伊賀市
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